
舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。

富士市立吉原北中学校の生徒が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類、火起こし、発掘調査と周辺遺跡の話の各体験を行いました。

＜生徒の感想＞

＜生徒の感想＞

＜生徒の感想＞

＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完
形土器と見比べて分類する体験をしました。

実際に土器の分別をしてみて、意外に硬さが結構違うの
が分かった。縄文の人や弥生の人はこんな土器を使って
いたんだと驚くことが多かった。

昔の人もこういうことをしていたんだなと思った。火は起
こせなかったけど、すごく楽しかったです。

埋蔵文化財センターの仕事についての話を聞き、学校周辺に
どんな遺跡があるのかを学びました。

その時代に何を作ったかなど改めて歴史のすごさが分
かった。吉原北中の周りには遺跡がたくさんあることを
知ることができた。

・どの講座も説明が丁寧でよかった。・展示物の見学がもう少しあるとよかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・生徒への投げ掛けがありがたかった。少し子ども達に考える時間があるとよかった。
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